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江府町の人口

（9月30日現在）

世帯数1304世帯
人　口　帥51人
（前月比　9人増）
（男）　糾35
（女）　祁16
出　生　　6

（男）　2

（女）　4
転　入　14

（男）　7
（女）　7

転　出　　　7

（男）　2
（女）　5

死　亡　　　4
（男）　3

（女）　1
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ホ
ウ
レ
ン
草
で
転
作
活
路

町
内
の
た
ん
ば
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
大
き
を

半
円
形
の
〓
い
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
目
に
つ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

六
年
前
か
ら
声
の
高
ま
っ
た
米
の
生
産
調
整

農
家
に
と
っ
て
は
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
。
し
か
し
、

そ
の
減
収
分
は
「
雨
よ
け
ホ
ウ
レ
ン
草
で
」
と

四
年
前
か
ら
町
農
協
の
指
導
で
、
町
内
四
戸
の

農
家
が
、
ホ
ウ
レ
ン
草
栽
情
に
乗
り
出
し
た
の

で
す
。
現
在
三
〇
戸
が
行
っ
て
い
ま
す
。

尾
上
原
の
藤
原
澄
子
さ
ん
も
そ
の
一
人
。

「
ホ
ウ
レ
ン
草
栽
培
は
、
温
度
と
排
水
が
ポ

イ
ン
ト
と
あ
っ
て
、
と
く
に
今
年
は
夏
の
高
温

と
長
雨
に
気
を
つ
か
い
ま
し
た
。
ま
た
、
間
引

き
作
業
も
大
変
で
す
」
と
収
穫
す
る
ま
で
の
管

理
の
む
つ
か
し
さ
を
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
出
荷
が
あ
と
少
し
と
な
り
ま
し
た
が

総
出
荷
量
は
、
夏
の
高
温
と
長
雨
の
た
め
、
昨

年
の
三
九
、
七
〇
〇
髭
よ
り
下
回
り
そ
う
で
す
。

▲
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
雨
よ
け
ホ
ウ
レ
ン
草
の

収
穫

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江　　府　　町　　報

まちづく　り

事あれこれ

きわたるツチ音

▲基盤整備がはじまった西ケ市団地

●
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

村
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。今
年
度
は
、
西
ケ
市
団
地
は
場
整
備

が
総
事
業
曹
二
、
三
〇
〇
万
円
で
一
・

二
㍍
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
地

原
農
道
新
設
工
事
が
、
総
事
業
費
二
、

〇
〇
〇
万
円
で
二
〇
〇
㍍
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

・
甘
酒
茶
屋
ス
キ
ー
ハ
ウ
ス
建
設

大
平
原
甘
酒
茶
屋
の
裏
に
、
貸
し
ス

キ
ー
サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス
の
建
設
工
事
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建

物
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て
二
五
平
方
㍍

の
規
模
、
総
工
事
費
二
、
一
〇
〇
万
円

で
十
二
月
中
旬
完
成
予
定
で
す
。

完
成
し
ま
す
と
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

に
貸
し
ス
キ
ー
場
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。

木
地
原
農
道
を
新
設

昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
い

る
俣
野
地
区
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
は
、

当
初
三
億
二
千
万
円
の
総
事
業
費
で
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
三
億
八
千
六
百
万

円
と
私
た
ち
の
町
で
は
、
か
つ
て
な
い
大

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
山
間
地
の
た
め
に
大
規
模
な

基
盤
整
備
が
で
き
を
い
地
域
を
対
象
に
、

ほ
場
整
備
や
農
業
用
排
水
路
を
ど
基
盤

整
備
を
進
め
、
農
業
経
営
の
生
産
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
豊
か
で
住
み
よ
い
農

ト
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
る

貸
し
ス
キ
ー
サ
ー
ビ
ス
ハ
ウ
ス

噂

l
日
木

2
日
励

3
日
出

4
R
H
R
H

5
R
H
日
＝

6
日
㈹

7
日
水

8
日
木

9
日
励

1
0
日
拙

日
日
㈲

12
日
㈲

1
3
日
㈹

町

長

日

誌

＊
9
　
月

庁
内
会

郡
共
済
組
合
理
事
会

荒
田
集
会
所
起
工
式

町
民
野
球
大
会
、
マ
マ
さ
ん
自
転
車
県

大
会
（
倉
吉
）

民
生
委
貞
推
せ
ん
会
、
町
内
バ
ス
路
線

協
議
会
、
砕
石
事
業
協
議

甘
酒
茶
屋
運
営
委
員
会

消
防
施
設
入
札
、
池
の
内
役
員
来
庁

中
国
横
断
道
促
進
陳
情
（
広
島
）

伯
備
線
電
化
協
議
会
総
会
（
松
江
市
）

郡
町
職
員
運
動
会
（
江
府
町
）

中
学
校
運
動
会

九
月
定
例
町
議
会

1
4
日
㈱
町
村
長
会
（
米
子
）

1
5
日
㈲
池
の
内
・
江
尾
・
武
庫
・
新
道
地
区
敬

錯
㈹
）
西
ノ
島
町
表
敬
訪
問

18
日
㈲
各
小
学
校
運
動
会

1
9
日
㈲
県
農
林
水
産
部
次
長
来
庁

2
0
日
㈹
柿
原
地
区
簡
易
水
道
起
工
式
、
企
画
事

業
入
札

2
1
日
0
0
俣
野
役
員
来
庁
、
町
国
体
実
行
委
員
会

総
会
2
2
日
㈹
一
旦
集
会
所
起
工
式

2
4
日
出
日
野
郡
振
興
局
協
議
会

26
日
㈲
第
一
共
同
簡
易
水
道
奉
祭
式

2
7
日
㈹
武
庫
役
員
、
新
六
井
手
役
員
来
庁

28
日
㈱
在
勤

2
9
日
㈹
郡
農
林
振
興
協
議
会

30
日
働
佐
伯
教
育
委
員
辞
令
交
付
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建設工
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・
貝
田
地
区
で
は
場
整
備

農
業
機
械
の
入
ら
な
い
水
田
や
ま

が
り
く
ね
っ
た
細
長
い
水
田
を
区
画

整
理
し
、
農
作
業
の
機
械
化
を
進
め

労
力
を
省
力
化
し
よ
う
と
、
町
内
の

平
野
部
や
山
間
地
の
谷
間
で
、
ほ
場

整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

貝
田
地
区
で
は
、
地
区
再
編
農
業

構
造
改
善
事
業
で
貝
田
下
団
地
、
総

事
業
費
六
、
八
〇
〇
万
円
で
七
五
㍍
。

貝
田
唐
舟
団
地
、
総
事
業
費
二
、
七

〇
〇
万
円
で
二
・
七
㍍
の
基
盤
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
改
善
対
策
事
業
で
舟
谷
地
区
が
総

事
業
費
五
、
四
六
二
万
円
で
三
・
八

茄
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

・
充
実
．
し
ま
す
集
会
施
設

昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
計
画
に
基

一一㌦一・一㌦－ノーY－　＿＿－′一一一㌦〝㌦－WT

荒田集会所の完成予想図
鉄骨2階建
面　積　202．05rd
事業費　34．643千円

干

づ
い
て
各
地
区
に
集
会
所
が
相
次
ぎ
完

成
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
、
一
旦
地

区
と
荒
田
地
区
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

完
成
は
十
二
月
十
日
予
定
で
、
完
成

し
ま
す
と
、
地
区
で
の
講
習
会
や
学
習

会
、
会
議
な
ど
の
会
場
と
し
て
広
く
活

用
さ
れ
ま
す
。

．

．
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＿
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・
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一旦集会所の完成予想図

鉄骨平屋建

面　積164．08nj

事業費　28．546千円

ト
完
成
真
近
い
貝
田
下
団
地
ほ
場
整
備

・
万
一
の
火
災
に
備
え

江
尾
地
区
に
防
火
水
槽

万
一
の
火
災
に
備
え
、
初
期
消
火
が

で
き
る
よ
う
に
と
江
尾
地
区
（
新
町
一

丁
目
役
場
上
）
で
防
火
水
槽
新
設
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
防
火
水
槽
は
、
消
防
施
設
整
備

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
計
画
に
基
づ
い

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
貯
水
槽
は
、

四
〇
立
方
㍍
。
有
蓋
で
三
八
〇
万
円
で

す
。

郵
便
局
だ
よ
り

密

米
寿
者
に
記
念
品

郵
政
省
で
は
、
敬
老
の
日
に
ち
な
み
米
寿
（
8

8

歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
に
記
念
品
を
贈
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
も
江
府
町
で
は
次
の
み
を
さ

ん
に
郵
政
大
臣
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

松
尾
真
書
（
江
尾
）
住
田
米
太
郎
（
江
尾
）

藤
原
鷹
美
（
池
の
内
）
福
岡
し
を
よ
（
日
の
詰
）

松
本
発
作
（
宮
市
原
）
梅
田
幸
治
（
下
蚊
屋
）

小
椋
和
歌
枝
（
下
蚊
屋
）
川
上
与
吉
（
御
机
）

千
藤
の
ゑ
（
袋
原
）
新
見
ま
つ
（
吉
原
）

中
村
柴
蔵
（
下
安
井
）
久
木
千
代
（
下
安
井
）

浦
部
弥
四
郎
（
洲
河
崎
）

み
な
さ
ん
の
暮
し
と

と
も
に
郵
便
貯
金

郵
政
省
で
は
、
郵
傾
貯
金
の
働
き
を
広
く
み
を

さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
十
月
一
日
か
ら

「
豊
か
を
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵

傾
貯
金
日
間
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

郵
便
貯
金
は
、
明
治
八
年
の
創
業
以
来
百
有
余

年
に
わ
た
り
最
も
身
近
な
貯
蓄
手
段
と
し
て
、
み

を
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
ご
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
預
り
し
た
お
金
は
、
住
民
の
建
設
、
学
校
、

研
修
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
道
路
、
公
園
の
整
備
拡

充
な
ど
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

江
尾
郵
便
局
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建
設
中

三
千
万
円
で
完
成

大
河
原
地
区
に
こ
と
し
四
月
一
日
統
合
し
ま
し
た

米
原
分
校
の
建
設
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
新
し
く
で
き
る
校
舎
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て
で
二
つ

の
普
通
教
室
を
は
じ
め
音
楽
室
、
理
工
室
、
保
健
室

を
ど
を
備
え
た
二
九
一
平
方
㍍
の
近
代
的
を
建
物
で
す
。

ま
た
、
体
育
館
も
三
八
二
平
方
㍍
で
、
バ
レ
ー
コ
ー

ト
一
面
、
ろ
く
ぼ
く
を
ど
が
設
備
さ
れ
ま
す
。
総
工

事
費
一
億
三
千
万
円
で
、
完
成
は
十
二
月
下
旬
の
予

定
で
す
。

十
二
人
の
児
童
が
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
る
米
原

分
校
。
完
成
ま
で
あ
と
ひ
と
息
で
す
。

新
し
い
分
校四
年
　
砂
口
二
葉

わ
た
し
は
、
新
し
い
分
校
に
入
り
た
い
で
す
。

新
し
い
分
校
は
教
室
と
か
が
き
れ
い
だ
し
、
三
、
四

年
と
一
、
二
年
の
教
室
と
は
べ
つ
に
音
楽
室
、
理
科
室

は
け
ん
室
、
し
よ
く
貝
室
を
ど
、
今
の
分
校
よ
り
も

た
く
さ
ん
教
室
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
体
育
館
は
、
天
じ
ょ
う
が
高
い
し
、
広
い

の
で
、
バ
レ
ー
も
で
き
る
し
、
ボ
ー
ル
も
投
げ
ら
れ
て

雨
ふ
り
で
も
い
ろ
い
ろ
な
運
動
が
出
来
る
か
ら
い
い

で
す
。校
庭
も
と
て
も
広
い
か
ら
お
も
い
き
り
ボ
ー
ル
が

投
げ
ら
れ
ま
す
。

今
の
校
庭
で
は
、
ボ
ー
ル
を
あ
ま
り
遠
く
へ
投
げ

る
と
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
だ
か
ら
お

も
い
き
り
ボ
ー
ル
が
投
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
わ
た
し
は
、
新
し
い
分
校
が
早
く
出
き
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
分
校
に
早
く
入
り
た

い
で
す
。

新
し
い
分
校
に

早
く
入
り
た
い
な
あ

四
年
　
神
庭
　
良

．
新
し
い
米
原
分
校
に
早
く
入
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。そ
れ
は
、
新
し
く
て
き
れ
い
だ
し
前
の
分
校
の
よ

う
に
冬
に
を
っ
て
も
ま
ど
か
ら
雪
が
人
ら
を
い
よ
う

に
サ
ッ
シ
に
し
て
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
か
ら
体
育
館
が
広
い
か
ら
雨
の
ふ
っ
た
日
で

も
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
し
な
わ
と
び
で
も
広
々

で
き
る
か
ら
で
す
。

外
で
遊
ん
で
も
の
び
の
び
と
遊
べ
る
し
広
い
か
ら

野
球
を
し
て
も
を
か
を
か
ボ
ー
ル
が
を
く
な
ら
を
い

か
ら
で
す
。

理
科
室
が
あ
る
か
ら
実
験
が
す
ぐ
で
き
る
し
広
い

音
楽
室
も
あ
る
か
ら
み
ん
を
で
音
楽
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
保
健
室
も
あ
っ
て
け
が
の
手
当
て
が
よ

く
で
き
る
し
体
重
測
定
も
す
ぐ
で
き
る
よ
う
に
在
り

ま
す
。分
校
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
お
に
い
さ
ん
や
お
じ
さ

ん
お
ば
さ
ん
た
ち
分
校
の
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

新
し
い
学
校
に
入
っ
た
ら
大
事
に
し
て
そ
う
じ
を

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
し
て
い
つ
ま
で
も
大
事
に
使

い
た
い
で
す
。

ト
米
原
分
校
の
概
要
説
明
を
間
く
児
童
た
ち
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柿
原
人
口
に

ロ
ト
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成

n
R
幸Tm

P府
　
卜
完
成
し
た
ロ
ー
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

江

柿
原
人
H
の
バ
ス
停
に
、
ち
ょ
っ

と
見
在
れ
を
い
建
物
が
お
目
見
え
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ロ
ー
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
自
転
車
置
き
場
も
か
ね
た
バ

ス
停
留
所
で
、
根
雨
土
木
出
張
所
が

二
五
〇
万
円
（
町
負
担
二
二
万
円
）

で
建
設
し
た
も
の
で
す
。

ロ
ー
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
集
落

が
バ
ス
停
か
ら
離
れ
て
い
る
地
域
に

バ
ス
停
ま
で
自
転
車
で
来
る
人
が
妾

心
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
梓
に
中
学

生
・
高
校
生
は
大
助
か
り
で
す
。

町
内
に
は
、
池
の
内
、
武
庫
の
三

か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲歓声をあげてサツマイモ掘りをする園児たち

紗
わ
せ
よ
う
と
毎
年
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
秋
晴

れ
の
十
日
二
十
日
行
い
ま
し
た
。

土
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を
出
し
た

大
き
を
サ
ツ
マ
イ
モ
や
か
わ
っ
た
形

を
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
に
大
歓
声
を
あ

げ
、
楽
し
い
一
口
を
過
ご
し
ま
し
た
。

実
り
の
秋
を
楽
し
む

子
供
の
国
保
育
園

子
供
の
国
保
育
園
で
は
、
園
児
を

自
然
に
触
れ
さ
せ
収
穫
の
喜
び
を
味

初
期
消
火
に
威
力

小
型
ポ
ン
プ
を
配
備

ト
上
之
段
広
場
で
配
備
式

町
で
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
て

手
押
し
式
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
各
地

区
に
配
備
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

は
、
大
河
原
、
西
成
、
助
沢
の
二
地

区
に
配
備
し
ま
し
た
。

配
備
さ
れ
た
ポ
ン
プ
は
、
最
高
出

力
四
十
二
馬
力
、
放
水
量
一
分
間
に

約
一
・
一
ノ
で
一
台
一
、
〇
七
四
千
円
。

今
後
地
域
内
火
災
の
初
期
消
火
に
威

力
を
発
揮
し
ま
す
。

おめでとう

三好さん

勲五等聾光旭日章に輝く

秋の叙勲で三

好恭祐さん（洲

河崎）が長い間

地方自治の発展

に寄与された功

績が認められ、

ノ／・オt rノ

¶云′
勲5等響光旭日

章を受けられました。

三好さんは、昭和28年から7

期28年にわたり町議会議員とし

て地域振興の発展につくされま

した。その間、議長、副議長を

歴任、昭和42年から15年間町森

林組合長としても活躍されまし

た。

三好さんは「皆さんに支えら

れて長い間やらせていただいた

だけです。地方自治といえば難

しく聞こえますが、要するに郷

土を愛しみんをで協力しあって

住みよくしていくことではをい

でしょうか」と受章のよろこび

を話しておられました。

藤原さん

要塞大臣表彰を受章
このほど藤原

幸雄さん（大河

原）に農林水産

大臣から感謝状

が贈られました。

これは、藤原

n

さんが、永年に

わたり農林業や水産業の統計業

手引こ協力してこられた功績が認

められて受賞されたものです。

県Fの受賞者は、特別協力者

4人と永年協力者41人です。
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点検は防火のはじまり　しめくくり

票当秋ご慧三

十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
か
ら
十
二
月
二
日
（
金
）
ま

て
は
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
の
期
間
て
す
。

こ
と
し
は
「
点
検
は
防
火
の
は
じ
ま
り
し
め
く
く

り
」
を
統
一
標
語
に
一
週
間
、
火
災
予
防
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。
年
末
を
控
え
、
な
に
か
と
あ
わ
た
だ
し

く
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
の
気
を
使
う
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
。
気
持
ち
を
引
き
し
め
ま
し
ょ
う
。

寝
て
い
る
問
も
〝
火
の
用
心
″

火
災
警
報
器
を
備
え
ま
し
ょ
う

火
災
に
よ
る
死
亡

四
〇
％
が
〝
逃
げ
遅
れ
″

昭
和
五
十
七
年
中
の
火
災
は
全
国

で
約
六
万
件
。
時
間
に
す
れ
ば
、
ほ

ぼ
九
分
に
一
件
の
割
合
で
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
死
亡
者
は
約
二
千
人
。

一
日
当
た
り
五
人
の
命
が
奪
わ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

死
に
至
っ
た
経
過
に
は
「
逃
げ
道

を
間
違
え
た
」
「
服
に
火
が
つ
い
た
」

な
ど
、
避
難
中
や
消
火
活
動
中
の
事

故
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
番
多

い
の
は
「
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。
死
亡

し
た
人
の
四
〇
％
は
避
難
の
形
跡
が

な
く
、
①
火
災
に
ま
っ
た
く
気
づ
か

な
か
っ
た
　
②
気
づ
い
た
と
き
に
は

逃
げ
道
が
な
か
っ
た
　
－
　
こ
れ
ら
が

原
因
で
命
を
落
と
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

死
傷
事
故
が
多
い
の
は

午
前
一
時
～
四
時

火
災
か
ら
の
「
逃
げ
遅
れ
」
を
防

ぐ
に
は
、
発
生
を
早
め
に
知
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
火
災
は
わ
た
し
た

ち
が
目
覚
め
て
い
る
と
き
ば
か
り
起

こ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
焼

死
事
故
が
多
い
の
は
寝
て
い
る
間
の

午
前
一
時
か
ら
明
け
方
の
四
時
に
か

け
て
で
す
。

火
災
の
発
生
を
す
ば
や
く
知
ら
せ

る
、
ま
た
、
寝
て
い
る
間
の
〝
見
張

り
番
〟
・
－
－
－
「
火
災
警
報
器
」
を
あ

な
た
の
お
宅
に
備
え
て
は
い
か
が
で

す
か
。

取
り
付
け
が
手
軽
な

簡
易
型
火
災
警
報
器

「
火
災
警
報
器
L
と
い
う
と
、
ビ

ル
な
ど
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
大

が
か
り
な
も
の
を
連
想
す
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ
で
言
っ

て
い
る
の
は
　
「
簡
易
型
」
で
す
。
電

気
や
ゼ
ン
マ
イ
を
動
力
源
と
し
て
、

火
災
の
発
生
を
ブ
ザ
ー
な
ど
で
知
ら

せ
る
も
の
で
す
。

「
簡
易
型
火
災
警
報
器
」
は
、
火

災
が
発
生
し
た
と
き
①
熟
を
感
じ
て

警
報
す
る
タ
イ
プ
　
⑧
壇
を
感
じ
て

警
報
す
る
タ
イ
プ
と
が
あ
り
ま
す
。

煙
や
水
蒸
気
が
発
生
し
や
す
い
台
所

や
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
に
は
①
の
熱
式
牽

階
段
の
天
井
な
ど
に
は
②
の
煙
式
を

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
に
応
じ
て
使

い
分
け
る
と
効
果
的
で
す
。
ど
ち
ら

も
手
軽
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
な

お
、
価
格
は
七
千
円
か
ら
一
万
五
千

円
ぐ
ら
い
。
電
気
屋
さ
ん
に
あ
り
ま

す
。

消
火
器
や
警
報
器
で

防
火
対
策
の
充
実
を

あ
な
た
の
お
宅
に
は
、
消
火
器
が

あ
り
ま
す
か
。
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
や

火
災
警
報
器
が
、
備
わ
っ
て
い
ま
す

l
 
O

火
の
始
末
に
十
分
注
意
を
払
っ
て

い
る
と
思
っ
て
も
、
見
落
と
し
は
あ

る
も
の
で
す
。
火
災
か
ら
身
を
守
る

噂

た
め
の
用
心
を
す
る
に
こ
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
火
の
使
用
に
注
意

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
消
火
器
や
警

報
券
な
ど
を
備
え
、
防
火
対
策
を
充

実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

き
ち
ん
と
し
た
火
の
始
末
、
火
災

警
報
翠
消
火
琴
…
‥
と
い
っ
た
二

重
、
三
重
の
火
災
に
対
す
る
備
え
が

わ
た
し
た
ち
に
安
全
を
保
証
し
て
く

れ
る
の
で
す
。
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三三三重

お尋ねします

近く会社をやめる予定ですが厚生年金

の老齢年金を受けるには期間がたりませ

ん。国民年金に加入したいのですが、ど

のようを手続きをすればよいでしょうか。

お答えします

日本国内に住所を有する20歳以上60

歳未満の日本国民は、会社をどに勤め

てそこでの公的年金制度の被保険者とを

る人以外はすべて国民年金に加入しをけ

れば在りません。つまり、国民はすべて

なんらかの年金制度に加入しなければを

らないというきまりがあり、こういう人

を「当然加入被保険者」といいます（被

用者年金制度の加入者の配偶者や、すで

に年金の支給を受けることのできる人は

除きます）。

おたずねの国民年金の加入手続きです

が、その資格を取得した目、つまり、会

社を退職して厚生年金の被保険者でをく

なった日から14日以内に「国民年金被

保険者の資格取得の届書」を、居住して

いる市区役所、町村役場の国民年金の窓

口に提出しなければなりません。

年金手帳を所持している組合はそれを

添付することが必要です。ここで大切な

ことは、自分で手続きをするということ

で、黙っていても自動的に国民年金の被

保険者になるというものではをいという

ことです。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
考

最
近
の
運
動
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
る
人
が
多
く
を

り
ま
し
た
。

体
重
計
の
目
盛
を
一
見
み
て
び
っ

く
り
、
「
さ
っ
そ
く
、
明
日
か
ら
ジ

ョ
ギ
ン
グ
で
肥
満
解
消
′
」
を
ど
と

い
う
よ
う
な
姿
勢
は
、
あ
ま
り
好
ま

し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
人
達
に
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
で
膝
を
痛
め
る
人
が
多
く
を
っ
て

い
ま
す
。

膝
の
痛
み
は
、
関
節
の
中
に
あ
る

軟
骨
の
炎
症
や
損
症
、
ま
た
関
節
周

囲
の
”
す
じ
〃
　
の
炎
症
を
ど
さ
ま
ざ

ま
を
原
因
に
よ
っ
て
起
り
ま
す
。

こ
の
軟
骨
は
、
若
い
時
は
再
生
能

力
が
旺
盛
を
た
め
傷
つ
い
て
も
す
ぐ

回
復
し
ま
す
が
、
年
齢
と
共
に
だ
ん

だ
ん
再
生
能
力
が
落
ち
て
き
ま
す
。

ふ
だ
ん
、
あ
ま
り
運
動
を
や
っ
て

い
な
か
っ
た
人
が
急
激
を
負
机
を
関

節
に
加
え
れ
ば
軟
骨
に
傷
害
が
起
こ

り
、
膝
の
痛
み
を
う
っ
た
え
る
と
言

う
事
が
良
く
あ
り
ま
す
。

体
重
が
重
い
人
の
場
合
は
、
さ
ら

に
痛
み
は
ひ
ど
く
在
り
ま
す
。

本
来
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
肥
満
の
治

蝶
を
期
待
す
る
の
は
ま
ち
が
い
で
あ

り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
あ
く
ま
で
も
予

防
の
手
段
な
の
で
す
。

ほ
ん
と
う
に
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽

し
も
う
と
す
れ
ば
、
水
泳
な
ど
の
よ

う
を
全
身
運
動
で
き
ち
ん
と
滅
最
し
、

大
腿
部
の
筋
肉
を
鍛
え
て
か
ら
走
り

は
じ
め
る
の
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま

す
。
（
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
で
全
身
運
動
が
可
能
で
す
）

㊧
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あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

ふ
る
さ
と
地
名
等
⑲

臣事丁田府江

九
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

大
河
原
　
安
田
佳
正
殿

（
父
二
碓
様
ご
逝
去
）

杉
　
谷
　
片
山
二
一
鈴
殿

（
夫
俊
吉
様
ご
逝
去
）

日
　
田
　
岡
田
康
弘
殿

（
父
恵
輝
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

本

一

堀

田

一

文

殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
砂
〓
　
毅
殿

（
二
男
直
人
様
退
院
）

久
　
遠
　
関
内
博
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
‥
伊
藤
球
吊
殿

つ
J
本
人
様
退
院
）

新
　
二
　
福
田
和
夫
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
坂
本
か
ね
よ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
二
一
井
上
マ
ス
エ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
二
　
中
川
正
春
殿

（
長
男
孝
彦
様
退
院
）

久
　
遠
　
関
内
　
膵
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
の
詰
　
福
岡
彦
四
郎
殿

へ
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
墳
　
加
藤
和
知
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
松
原
陽
子
殿

へ
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
伊
達
磯
美
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
川
L
き
み
代
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

命
令
命
令
車
載
食

入
　
の
▼
動

…
去
呈
息
銀
行
受
払
報
告
…
…
＝

L
八
目
禾
累
計
額

百
六
十
二
万
二
千
七
百
七
十
六
円

2
．
九
日
中
寄
付
額

二
十
九
万
三
千
円

内
　
　
訳

秀
典
返
し
　
　
十
二
万
円

快
気
祝
　
　
　
十
七
万
三
千
円

3
．
支
出
額

需
用
費
　
　
一
万
六
千
八
百
円

4
．
九
月
禾
累
計
額

百
八
十
九
万
八
千
九
百
七
十
六
円

（
九
月
届
）

缶
お
誕
生
お
め
で
と
う

久　荒it肋佐　葉斤
連　打】尾　沢　川　道

遠阿本北前　田
藤　部　高　村　田　枝

黄綬推　　知　由
再任　一愛美起

敏朝　良　仁修　定
彦親三　巳　一良

長　二　長　二　三　長
男　女男　女　女　女

き命
令
命
命
令
命
命

日
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

錯
絹
子
）
絹
相
川
票

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

柿　員　員　杉
原　田　田　谷

清　岡　森片
水　田　田　山

し　患正俊
づ輝　三　市
子
68　66　76　42

歳歳歳歳

三
鈴
宅

地
男
宅

康
弘
宅

守
衛
宅

反
導
寺
（
は
ん
ど
う
じ
）

大
河
原

か
っ
て
の
大
山
寺
領
の
刑
場
跡

で
、
堂
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

堂
の
名
が
反
導
寺
で
あ
っ
た
の
か

も
知
れ
を
い
が
、
は
っ
き
り
し
な

い
っ
　
い
ま
は
塩
か
き
地
蔵
が
祀
ら

れ
、
水
汲
み
場
と
を
っ
て
い
る
。

須
郷
（
す
ご
う
）大
河
原

債
郷
・
娼
川
・
菅
生
を
ど
の
地

名
は
全
国
に
九
〇
か
所
余
り
散
在

し
て
い
る
。
鳥
取
県
内
に
も
約
一

〇
か
所
見
え
る
。
語
源
は
「
比
較

的
小
さ
な
谷
」
の
意
味
で
あ
る
。

緯
掛
（
か
ぎ
か
け
）
　
峠

大
河
原

香
川
県
小
豆
島
の
　
「
寒
帯
渓
」

は
、
む
か
し
応
神
天
皇
が
難
所
の

岩
に
カ
ギ
を
か
け
て
登
山
し
た
と

い
う
伝
説
か
ら
「
カ
ギ
カ
に
け
セ

い
わ
れ
た
の
が
、
の
ち
に
神
懸
と

な
り
、
明
治
に
な
っ
て
「
寒
露
渓
」

に
佳
字
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

錘
掛
峠
も
、
む
か
し
作
州
か
ら

大
山
へ
商
い
に
来
る
博
労
衆
な
ど

が
、
籍
の
つ
い
た
「
カ
ギ
」
に
を

っ
た
小
枝
を
高
い
木
の
枝
へ
放
り

上
げ
、
引
っ
押
印
鴇
か
ど
う
か
を

占
い
、
更
に
、
苗
を
引
い
て
「
伯

者
の
福
を
引
き
取
っ
た
」
と
縁
起

を
か
つ
い
だ
粍
昨
冬
完
る
。
こ

の
よ
う
な
「
鈎
掛
」
行
事
に
困
ん

で
地
名
が
生
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
鍵
掛
峠
は
そ
そ
り
立
つ

よ
う
な
急
崖
を
越
え
㍑
僻
で
あ
。
、

地
形
に
起
因
す
る
「
峡
崖
」
が
「

鍵
掛
」
に
転
証
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
○

伊
賀
間
（
い
が
ま
）
大
河
原

「
伊
賀
間
」
は
忍
者
屋
敷
跡
を

思
わ
せ
る
。
し
か
し
、
「
イ
ガ
」

は
山
越
え
、
陸
を
越
す
、
「
間
」

は
船
の
と
ま
る
と
こ
ろ
、
港
な
ど

の
意
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
1
い

が
ま
」
は
、
山
越
え
逐
罷
し
下
っ

た
所
の
小
地
域
を
さ
す
語
と
在
る
。

大
河
原
の
　
「
い
が
ま
」
も
、
御

机
か
ら
山
越
え
で
大
河
原
へ
下
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形


